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医療用端末のマイクロコンビュータ・ソフトウェアシステム T

岡田美保子 tt 岡田正彦 ttt

救急医波情報システムにおいては医師や看設婦などの医絞従事者の協力が必要不可欠であるが，通常のコンピ

ュータ端末のような複雑な機械装置では敬遠されがちである.そこで著者らはデザインを工夫し外仰を単純にし

た医療用端末を作製し，その機能を充実させるため独自の端末ソフトウェアシステムを開発した.本端末では日

常の業務は電源とキーパッドの操作だけで可能であり，またキーボードを取り付けると端末側でユーザプログラ

ムを開発する ζ とができる.プログラミングにはインタプリタ型言語 TEXTOR を使用する.これは特にディス

プレイやデータ辺信制御 lζ俊れ，初心者にも容易に習得できるように;設計された言認である.エディタにはプロ

グラム開発に使利な諸機能があるが，特に一回面分のディスプレイ命令を自動生成する機能は本システム ì"1t特の

ものである.とのソフトウェアシステムによりインタホーン同様の感党で気軽に操作でき，しかも各種の情報

サービス業務に広く応用できる強力な端末装置を実現するととができた.

1. まえカ t き

現在，国内各地で救急医療情報システムの梢築が進

められている.とれらのシステムの最も重要な業務の

一つは，救急、忠者が発生した際 iと適切な診療機関を選

択し，案内を行うことである.そのためには時々刻々

に変化する各医療機関の応需状況(医師の待機状況，

ベットの空き状況など)を正確に把握しておかなけれ

ばならず，医師や看詑婦などの協力が必要不可欠であ

る.ところがこの目的のために通常のコンピュータ端

末を医療機関に設置したのでは，操作が複雑なため

(あるいは複雑に見えるため) ，ただでさえ忙しい医療

従事者からは敬遠されがちである.そのため従来の救

急医療情報システムの大部分は，外見上インタホーン

のような簡単な端末(図 1) を開発し，使用してい

る 1)ーの.これらの端末は確かに操作は容易であるが，

入力装置としでの機能しかもたず，たとえば端末を通

じて他の診療機関の応需データを入手するなどの用途

[ζ用いることはできない.したがって診療 1幾関にとっ

てのメリットはほとんどなく，必ずしも医療従事者の

好評を得ているとは言い難い.

著者らはインタホーン同 J慌の感覚で気軽に操作で

き，しかも各種の情報サーピス業務に広く応用する乙
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とのできるインテリジェント型の端末装置を開発し

た.すでに報告した通り，本端末は機械らしさを・感じ

Eさせないようにデザインを工夫し外聞を単純にした

が 4入 5) ，簡単な操作で高度な処理もできるように，独

自の端末ソフトウェアシステムで椴能の充実をはかっ

た.このソフトウェアシステム(ターミナノレ OS と呼

ぶ)の特徴は次のように要約できる. 1) ユーザプロ

グラム用に開発した言語 TEXTOR には 1~2行の

コーデイングでデータ通信が行える命令語がある. 2)

エディタには画面表示ノレーチンを自動的にコーディン

グする特殊編集モードの機能がある. 3) 日常の端末

操作は電源ボタンとキーパッドだけでよい(キーボー

ドを抜枕すれば端末側でユーザプログラムの開発を行

う ζ ともできる). 4) 簡単なキー操作によりホストコ

ンピュータとの聞でユーザフ。ログラムの送受信ができ

図 1 既存の医療機関用端末の例(日本電気カタログより. )

Fig. 1 An existing comput 巴l' t巴rminal fo1' use in
clinical institutions.
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図 2 開発した lr;M え〈のハードウェア j:i，̃成

Fig. 2 Hardw 乱 r 巴 con!ìguration of th 巴 developed
t巴rminal

ノ.0.>.

以下ターミナル 08 に勺いて市、泌する.

2. ハードウェア構成
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Uscr Program Area

lI'orking Area
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図 21と試作したインテリジェント端末のハードウェ

ア机成をブロック図で示す. CPU にはマイクロプロセ

ッサ 8080A を川いた.メモリは 4K バイトの EPROM

(2708) および 8K バイトの RAM から成る.入 1.1'，力

法 rC:ì としてはキャラクタディスプレイ (16 x 32 文字)

とキーパッド (0，...，9，. ，ーの各キーおよび訂正，瓦送，

頁反，次の 4 ファンクションキー)がある.ユーザプ

ログラムを自作するユーザには ASCII キーボードを

オプションとして提供する. 7\1.'" 力 lこは 8251 シリア

j レ 1/0 インタフェース， 8255 ノf ラレノレ 1/0 インタフ

ェース p モデムインタフェースなどがある.

当端末を設計する上での一つのねらいは，ユーザの

眼からむしろ杭極的に ASCII キーボードを隠すこと

にある.医政関係者の多くはスイッチ珂!の多い複雑な

機械の操作を極端に旅うため，この点、は特 l乙主要であ

る.

3. メモリ・レイアウト

図 31乙メモリ・レイアウトを示す. 4 Kバイトの

ROM 旬以或(斜線部)にはモニタ，エディタ，インタ

プリタ，およびデータ・コミュニケーション・ハント‘

ラ (DCH) から成るターミナ lレOS が Jg~'，~tしている.

ユーザプログラム (TEXTOR プログラム)は 8K ノイ

イトの RAM 領域のうちの 4K バイト(ユーザプログ

ラム域) Iζ格納される .3'1り 4K バイトはインタプリ

タの作業域 (1.5K) ，受信ノ f ッファ (2 K) ，テ会イスプ

レイバッファ (0.5K) の 3 部に分割されている.受信

ノイッファには TEXTOR プログラムの要求によりホ

図 3 メモリレイアウト

Fig. 3 Memory layout.

ストコンピュータから Jf5f言されてきたデータを l以内ず

る.ディスプレイパップァは一四国分の文字 (16x32

文字)の記 f心域である.受信ノてッファ以外の RAM 領

域はすべて CMOS RAM を使用し，水銀屯池でパッ

クアップを行っているので， ac 屯 ìJ~\を切った後でも記

f立内容が消失しない.

4. ターミナル 08

4.1 システム制御の流れ

ターミナノレ OS の制御の流れ (ASCII キーボードが

端末に接続されている場合)を図 4 に示す.電視 1を投

入するとただちにエディタが作動し i部長セッションが

開始する.プログラムの編集中はエディタの CTRL/G

または CTRL/X コマンド(後出)によって制御をイ

ンタプリタに移し，開発 1:1こlのプログラムを実行させる

ことができる.インタプリタの実行中，シンタックス

エラーが見つかると， fl;1j1;1[J はエディタ lこ戻る. DCH

は，端末がインタプリタの制御 j下(ユーザプログラム

の制御 l下)にある H古， TEXTOR:Ìlli 信制品 [J文 OUT.IN

によって日子び出され，ホストコンピュータとの n;，jのデ

ータ転送を行う.

ユーザは必要な 11古点でいつでもプログラムの送信ま

たは受信を要求することができるが，この際にも DCH

が呼び出される.プログラムを送信したい場合は次の

手順を踏めばよい.①頁送キーを押えながら電 iJjj( ボタ

ンを押す(これでモニタが作動する) .②‘ ARE YOU



Vol. 22 No. 4 i~1J:.tJTJ l:!r'，i米のマイクロコンピュータ・ソフトウェアシステム 385

POl'leron

POI'ierbutton &
PF or PB key

Program transfer done

POl'lerbutton on1y

Syntax error

図 4 システムiJ;IJ御jの流れ (ASCII キーボードを取り付けてある場合.)

Fig. 4 Flow of ihe control among the system programs when th巴 ASCII
l，eyboard is attach 巴d to th巴 terr百inal.

SURE? 1. YES 2. NO' の表示に対し 1 を入力する.

③‘PROGRAM ID=' の表示 l乙対し，送信するプロ

グラムの識別コードを入力する.以上の nnl弘な手続き

で，識別コードと共にユーザプログラムがホストコン

ピュータへ j遺伝ーされる.プログラムを交信したい場合

には①のステップで瓦送キーの代わりに頁戻キーを

押えればよい. DCH がユーザ、プログラムの íl日去を終

えると制御はエディタピ戻る. ASCII キーボードが

はずされている場合は， i1iU1JDの流れからエディタの介

入部分が除かれる.

4.2 プログラミング言語 TEXTOR

TEXTOR は特に次の点に設計目標を [l~.tいて日lJJð し

た端末用のインタプリタ型ヨー誌である.

a) ホストコンピュータとのデータ辺信が持品であ

る.

b) ディスプレイの fl;1j1~IJが容易である.

c) 命令iIRの数が少なく p 初心者 lこも容易に当んべ

る.

d) インタプリタのサイズが小さい.

マイクロコンピュータ JTj言語はすでにいくつか訓告・

されているが 6)-尺とれらの条刊こをすべて尚 7こすもの

はない. TEXTOR の性能については 15. 言語の評

何日」のヰで論ずることにし，ここでは TEXTOR の特

徴の一つであるデータ通信制御命令 OUT.IN につい

てだけ説明する.

TEXTOR 70 ログラムでは:テ、ータリンクを f&立;し

た後のデータ il日去の手j聞は次の二通りのうちのいずれ

かに限られている.

(手順 1) データを端末からホストへ送信し，リンク

を打ち切る.この Jß}合は一つの OUT 命令だけで処理

を行う ζ とができ，必要なコーディングは一般に

OUT (id ，Vl ， …，Vn)

と表される .OUT はホストとの悶にデータリンクを

設立し，変数 Vl ，....，Vn の内容をホストへ送信する.

id はデータ Vl ， …，V. の言及別コードを表す.

(手 lill'[ 2) データを端末からホストへ送信し，ついで

ホストから返信されるデータを端末で受け取り，リン

クを打ち切る.この場合は次のように OUT と IN を

併 JIJ する.

OUT (id，Vl ， …，V1z)

IN (V)

OUT の機能は手 }I民 1 で述べた通りである IN 命

令はホストから返信されるデータを受け取り，受信バ

ッファ lこ格納してその内容を旧国表示する.ホストか

らのデータはディスプレイ四面の 1ないし数ページ分

のテキスト(あらかじめ定められた宅!?式に従い，各

行，各ページ，各受信パッファ内のテキスト，および

全テキストの終わりをそれぞれ示すコードで編集され

たもの)である. IN は 1 ページ分のテキストを表示

すると端末操作只の応答を待ち，頁送または頁戻キー

の入力に応じて次ページまたは前ページへのスクロー

リングを行う.数値(あるいは「次」キーのみ)の入力
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図 5 エディタ標準モードの画面の例

Fig. 5 Example display during editor standard
巴diting session.

ノレは 4→'，‘←，‘↑，‘↓'のファンクションキーで各

である.そこでエディタには一般的な編先機能(標準

編集モード)に加え，一回面分のデ、イスプレイ命令を

自動生成することができる特殊編集モードの機能を持

たせた.特殊編集モードを開始するにはエテ、イタコマ

ンド(一般に CTRL/a と表し， CTRL キーを押えな

がらある 1文字 a をタイプする)のうちの CTRL/F
または CTRL/X を用いる.

CTRL/F を入力するとただちに 4~H-*モードに入り，

町田は -j 認されてカーソノレだけが表示される.カーソ

矢印の方向 lζ動かすことができる.キーを打つとカー

ソノレの位置にその文字が表示され，同時にディスプレ

イバッファの対応する番地にその文字コードが格納さ

れる.文字の修正は， 1) 置き換えモード(カーソノレ

の位置に表示されている文字が入力された文字と置き

換わる)， 2) 挿入モード(カーソノレの右側の文字列全

体が 1文字分右へ移動して空いた所に文字が挿入され

る)のいずれかのモードで行われる.特殊モードにお

ける CTRL コマンドには 1) カーソノレが位置する行

より下のすべての表示内容を 1行分上または下に移動

する， 2) 文字修正のモードを変更する， 3) いま文字

が表示されている位置をマークして，その部分に対し

ては DIS 文が生成されないようにする(マスクオフ

コマンド CTRL/M) ， 4) 現在表示されている回面を

そのまま再現する一連の DIS 文をユーザ域内に生成

し，標準モードに戻る (CTRL/E) ，などの機能がある.

特殊モードを開始するもう一方のコマンド CTRL/

X ではユーザ域内のプログラムをエデ、ィタの現在位置

まで実行した後，特殊モードに入る. CTRLjX で特

殊モードに入ったときは，画面にプログラムを実行し

た結果生じた映像がそのまま残っている.この時点で

画面 lζ文字を追加し，その追加した部分についてだけ

DIS 文を生成したい場合は，先 lζ挙げた 3) のマスク

オフコマンド (CTRL/M) を用いる.

ことで具体例を用いて， DIS 文自動生成の機能につ

いて説明する.いまユーザが図 5 iζ示すようにエディ

タ標準モードで TEXTOR プログラムの入力を行っ

ているとする.これから診療科名選択のメニューを表

示するノレーチンを作るため特:殊モードに入る. CTRL

/F を入力すると画面が一掃されるので，表示したいメ

ニューを直接回面上にタイプしていく(図 6 (a)). 特

殊モードを終了する、コマンド CTRL/E を入力する

と，いまタイプした画面を再現する一連の DIS 命令

がユーザ域の中!と生成・追均されて椋準モードが再

01 8 ( 2 ， 3 ，・ 2 ・セイへ“ツヲタイフ。

H シテクタ"サイ。・)

018(3 ， 5 ，'--一一一一一一一一一一一-
# -一一一』ー-・)
o 1 S (凸， 5 ，・ 1. オトコ・)

01S(8 ， 5 ，・ 2 .オンナ・)

o 4 0 ，; 1 日ET(SEX)

041 IP(SEX<I) JMP 82

042 If'(8EX<3) JMP 83

04382: 01S(15 ， 3 ，・. . .ニユウリヨクエラー

o 4 4 #・)

045 JMP 81

046 83: ERS()

o 4 7

があると 3 その値を変数りに格納して実行を終了す

る.この一連の処理は画面が項目選択のメニューから

成仏端末操作員から項目番号の入力が行われる場合

を想定したものである.

4.3' エディタ

TEXTOR プログラムの開発はヱディタの制御下

で， ASCII キーボード(プログラム開発のときだけ取

り付ける)を用いて行う.制御がエディタに移ると

ユーザ、域内のプログラムが図 5 のように画面表示され

る.これは患者データをホストコンピュータへ送信す

るためのユーザプログラムの一部で，性別を端末から

読み込むところを示す. DIS は画面表示の命令で，

般に

DIS (i，j ，'Cl"'Cn')

の形式で i 行 j 列目から文字列 Cl ・"C" を表示すること

を指定する. GET はキーパッドから項目番号を読み

込み， ERS は画面を消去する命令である.

情報システムにおける日常の端末操作では，普通何

極類ものメニューなどの画面表示が必要である.した

がって TEXTOR のプログラミングではディスプレ

イルーチンの作成が大きな比重を占めている乙とが多

い.ある一回面を表示するノレーチンを通叩の編集機能

で作成するには，画面全体の構図を考えながら個々の

要素の位置を決め p それを具体的な行番号，列番号で

置き換えてし、かなければならない.そしてプログラム

を実行してみて思い通りに表示されなければ修正を加

え，また実行してみるという繰り返しが必要である.

こうした作業は単純な割に時聞を要し，煩わしいもの
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DI~;(3 ， 5 ，'一一一一一一一ー一一一一一ーー

岸.、
一一一一一- J

( e )

o ~. 3
n' ， 4

II 日 f，

() ̃〆 9

o ~; 7
o 5 a
o 5 ワ

060

06 I 54:

5 .シ“ヒ"力

(b)

1.. 7-イカ

ソンケイナイ力 1， .力 11 Y1}

4 .ノウケ“力

ケ力

"シンリョウ力ヲ .1:.. '̃ノンテ H クノペ11 1) イ η

----

(c) (f)
図 6 エディタ特 !i!kモードによるディスプレイ命令白羽生成の川

Flg. 6 Display seqUE'llC 巴 showing autol1lat.ic g巴n巴ra1"ion of DIS statem 巴nts by 巴ditor special editing l1lode.



問し，いま LI':.J戊された命令文を見ることができる (1玄1
6 (b) の行・器号 047 ，......057).ここで GET 文(図 5

040) で読み込んだ変数 SEX の fliJ:が 2 のときは図 6

(a) のメニューの項目 7 を‘ 7. シュッサンブ'とし，

項目‘ 8. フジンカ'を追加したいとする.今度はいま

作成したメニューを iiliiITJ1tc再現してから !jj'ylモードに

入るように CTRLjX を入力すればよい.インタプリ

タが現在のエディタの位 (1玄I 6 (b) 057) まで実行し

終えると， mlî IIlî tと図 6 (a) のメニューを表示したまま

特殊モードに入る.この iHj点でまず項目 7 の部分を空

白にし (1'216 (c)) ， CTRLjM を入力する. (これで後

に CTRLjE を ~~1:J'しでも図 6 (c) に表示さ üている

安来については DIS 文が生成されない. )次いで必要

な唄目をむき加え(図 6 (d))， CTRLjE で特殊モード

を終了する .12! 平モードカ fjJ.Ilmすると， mr=1 7， 8 を

表示する DIS 文だけが新たに生成・迫加されている

Hr;PLY?

1. O\YCEèl 11I1:1~/\I'Y

1

*. ..~':': ;'，

決法

-}:

女 4

d守ポ

味合

ト士官も

( a)

大 d

zえづ冊子

* 'A' -).;

先決合

'k * 会

}<; "Ã" 台

白̃; *

2. IJnIOI1J!\LYSJS

J. CO~II'lITER TO"IOCR，WII\"

3. l'!\lN r:LT!\JC

強大切先』レマ

*
づt

*リ時ト?ぞ 'A

"
*
"}，":'ド，̃̃::': -.1:
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B グノレープに TEXTOR をそれ

5.1 実験

既存のマイクロコンピュータ Hj吉語の 1:1コで現在最も

広く用いられているのは BASIC である.そこで

ず図 7 (c) の( 1 )のように表示して年齢を尋ね，入力

があったら続いて (2 )のように性別を尋ねる.入力が

あったら最後に (3 )の診療科名を尋ねる.次いで Efiみ

TEXTOR の端末用言語としての性能を客制的に評価

するため BASIC を lr，i伎の対象として取り上げ，端末

ユーザ、プログラムの己:きやすさに¦到する次のような実

験を行った.

実験方法

国

2.FH 仏LE

(b)

(3) DH/\R1 下IENT ?
1.~lEIJICJNE
2.SURGERY
3.NEUROLOGY
〉

H 北 I、/\TJUiT I1/\TA ENTRY .Cχ 危

(1) i\GE ?
〉

(2) S[，X ワ

1. トLへL1.，
〉

(c )

図 7 試験問1題で表示を指定した図面

Fig. 7 Display fram 巴s required to be produced
in the tasli:s

込んだ年 l'üf)，性別，診療科書号をデータ識別コート、

(3 と仮定する)と共にホストへ送信せよ.

課題 3 0，......9の組問内の数字が 5 個入力 c れる.

れらを読み込んで，小さいものから l明に並べ変え，

面 lζ表示せよ.

このうち fiQ~題 1は，あらかじめ決めた jijF[番に従い 1人

ずつ端末上でフ。ログラムを作成し， 1人が課題 1を行

っている問，残りの者は課題 2， 3 を行うよう指示し

た.課題 2， 3 については机上でコーデイングを行う

だけでよいことにし，監督者が見て誤りがないと判定

した時点で終了とした. 3課題を通して制限時間は 3
時間半とした.

現在 BASIC をサポートするマイクロコンピュータ

‘-'-J
d、

あとは ~i~q洋モードで IF 文を 1
(図 6 (f) 058).

言語の評価't>.

(図 6 (e) 058 ，......059).

行司『き加えればよい

ぞれ 7時間ずつ講習し(端末を使った出習を合む) ，

両グループに同ーの課題を与えてそれぞれの言語で即

答させた.次に両グノレープの言語を交換し， 1回目と

まったく同じ要領で詰習，試験を絞り返した.

課題の内容は次の通りである.

課題 1 図 7 (a) のようにメニューを表示して項目番

号の入力を持つ.入力があったら図 7 (b) のように表

示せよ. (TEXTOR では特殊編集モードを使うこと. )

課題 2 忠者データを読み込み，ホストコンピュータ

へ送信せよ.ただしデータ入力は次のように行う.

圃・・・・・・・・・・¦
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表 1 BASIC と T、EXTOR の別 j校d虫:のi比七七引i1

TabコI巴 1 Compar勾'isorηi of th 巴 size b巴tいw巴巴n BASIC
ancI TEXTOI ミ.

主__̃_̃__ ______I___~~~~C_J 竺竺OR

全命令認の数 I 6ì I 19

-i町乞巴こ竺竺函 r-- ----;Z--~=[__1~二
一インタプリタのザイズ 8[( I 2，い

エディタのサイズ料 I 2[( I 2[(

ホ DCH 弓，合む

"* BASIC ではエディタだけの大きさ. TEXTOR ではモニタ
も合む.

システムは数多く TIJ 販さ jγ 亡おり， 1説日:により jJl;~N-D仕

イ?に{ý少の主ーがあるが，基本 I'I:Jな命令認に閲してはほ

とんど同じである.本実験では，データ迎信の機能を

川jえ.しかも最も販売台数の多い政和の一つである

FET (米国 Commodore 社 )8) ，9)を使用した.

5.2 結果および考案

まず両言語の規模を比 íliXするため，全命令認の数， zlt
習を行った命令認の数，インタプリタのサイズを表 1
1ζ示す.参考のため表 1にはエディタのサイズも示

しである.表 2!ま nwf.習を行った命令認の一党である.

BAS1C の Bf:~習では時間の jJjリ約J::.，端末ユーザプログ

ラムの fl: 成!こ最も影響が少ないと， mわれる機能(キ 11.込
開放，クロック fliIJl~IJ，絶対番地による実行 if;IJ白lなど)

の説明を省いた. BAS1C では高度な数値計算の機能

や苅似の政能を持った命令認の重複があるため，命令

誌の数が多く，インタプリタのサイズも大きい.これ

に対し TEXTOJ 之の t:Mj~はg;r，"Í3kユーサ fプログラムの

作成に必更なものに限られているので命令語数が少な

く.インタプリタもはるかに小さい. TEXTOR の Jøi

合は 711!Hmの~i\IJ~!~rで企命令部を相続するととができ

ì)く1，二会l-;i"!H::.むを終了できた人数，平均日 rr !K1I!jIL'，]，およ

びプログラムの平均ステップ数を表 3 !こ示す.間四 1

についてみると， BAS1C では lIIUJ::I ， 2 [81目でそ

れぞれ 1人 2人しか終了していないのに対し，

TEXTOR C'1!jo政刷出モー卜を位 JlJ) では 4A ， 5人

がそれぞれ終了しており， TEXTOR の日í'~211!J'[I'rJはい

ずれの凹も BAS1C のわずか 1/3 となっている.記司却 iR]Uj辺心

2では J心¦己ミ{伎i支2汀lにこ7ホjドτ ストコンピユ一タへデ一タを j辺'S{;-i百
ことが 1史五2J求と主:;1れLているが， BAS1C でこれを行うには

{Ë:;~(\;Uíilllのルーチンな刊:}点しなければならない.しか

しそれにはデータ .ìùHゴに I.YJする J，I/lllj 知 lij{i白が必 wーであ

り P 子山j知識のまったくない被験者が mjlìl な il111刊の ru
殺にこれを作成当ることはきわめて悶である.そこ

表 2 hi'jj~~5iを行った命令誌の一山

1、able 2 List of instructions cov巴rcd il1 thc
training cours巴.

政一能一一上主 L-」-竺竺L
入力 I READ，DATA I ç;貯

IINPUT 川~l-ll
I GET I

{jJ 力 1PRINT 1DIS
I1'AB I ERS
I SPC

判 ít IIF...THEN I Ir ，ELS
IIF...G01'O I

絞り返し・ I FOI<.，STEP，NEXT I E):ç ，END
サブノレーチン 1GOSUB IRET

ON...GOSUB
I<.ETURN

飛び越し I GOTO I JMP
10N...G01'O

竺七一一一 J回三一一上一一一-
i'í，~7~~~~~.___~ Il?_~~一一一一_~Is:~一一
I主)， '1( I REiVl I
日必n，--I一一一一一国一一一ー

01'1'
INV

データ通信 I _ IQYTI - IIN

文字列以作¦昨日-$ I
ι110$
LEN I

2ミn.i;';，I: ・終了 I S1'OI' I
I END I

7三竺止一一」竺竺一一一よ一一
以 fド¦出 T \

LIST 1

RUN エデイタコマンドに対
NEW I Þむ

で， BAS1C の J:D合は後で {iìb(\;ljíJIJ の lレーチンを挿入

することを仮定して，一般の 1(0 ̃提出と同じ要 íìI[で

データを U.\力するだけでよい乙とにした n'IWTI2 の Jili:

約はこのような{反応 lこ1，\;づくもので，したがって所 2f
II'!J'IL'rJの多くはディスプレイ命令のコーデインク "!Cî'1 や

台れたものであるが，ここでも糾思 1と¦司松の傾向が

̃';!，らil ， TEXTOR ては BAS1C の三l三う?以下の lI!j-[l'rJで

抗んでいる.またステップ数についてみても， H!fH目上

2 ~~i乙 TEXTOR の方がかなり 1d.くなっている .;11

J担 3 (j、ロジカルな 1.1\J}illにおけるコーディングのしや

すさをみるために {l'!)11lしたものであるが， llü\ 目は

BAS1C で 3 人， TEXTOR で 2 人， 21'.'1日は BAS1C

4 ノ\.，TEXTOI ミ 5 ノ\と， ~lrjLi({; でほぼ!日JW!.\の 73が浮き

了している.所 !K1I!joIL'rJはいずれの LIlIも BAS1C のブj が

丸一!いが，ステップ数では 1 旧日 BAS1C ， 21D1日は

TEXTOR のプI カサロかった.いずれにしても，間山
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表 3 ~Hlli実験の結果

Table 3 Performance on tb 巴 tasks given in the
exp巴nm 巴nt.

主]̃. 1̃-詞-r f~l示 r- -;;iá 2 -1 ir-HÌi-;~-
1 人* 1 2 人 I 3 人

A I BASIC I 1ω 分材 I 103 分 I 74 分

60 11'梓 *1 34:fr I 25 1T
1回目 1----:一一一一一←-L- 『一一」一一一一一一1-

4 人 4 人 I 2 人

B I TEXTOR 1 40 分 30 分 I 100 分

30 行 |18 行 1 31 行

2 人 I 5 人 I 4 人

B I BASIC 90 分 I 51 分 I 48 分

I I 41 行 I 27 行 27 行
2 回目 i- ート一一一一一一↓一一一一一」!

I t I 5 人 t 5 人 5 人

I A I TEXTOR I 鈎分¦吋 lπ
3ω0行 I ]げ7 行 I 2幻1 行

*終了者数，林平均所史的問 *'l:* 平均ステップ数.

3 に閲しては両者に大きな去は見られない.

これだけの結果から，どちらの言語がより優れてい

るか単純に結論づけることはできない.しかし端末用

の言語に要求される特殊な機能に関する限りは次のこ

とが言える.まず第 1 ̃乙 TEXTOR では被験者のほ

ぼ全員が課題 2iζ 対して完全なプログラムを作成する

ことができたことからもわかるように，データ Jffiイ言の

制御が BASIC に比べはるかに容易である.第 2 (.乙

課題 1， 2 の結果から，ディスプレイの多い処理では

TEXTOR の方がはるか!とプログラミングが容易であ

る.

6. むすび

救急医療情報システムにおける医 Jùj幾関用端末のマ

イクロコンピュータ・ソフトウェアシステムについて

報告した.端末ユーザ、プログラムはインタプリタ型言

語 TEXTOR を用ドて書く.エディタのディスプレ

イ命令自動生成の機能は木システム独特のものであ

り， ζ れを用いることによりディスプレイルーチンの

作成に要する時 1mを大きく短縮することができる.

TEXTOR の端末用言語としての性能を評価するた

め，プログラミング経験のない 10名の学生を被験者

として尖験 lとより BASIC との比較を行ったとこ

ろ， TEXTOR ではデータ通信の制御やディスプレイ

ノレーチンの作成が BASIC に比べはるかに容易であ

る乙とが明らかになった.

オζ端末では 3rt! 自のマイクロコンピュータ・ソフトウ

ェアシステムにより， JEi涼とキーノ f ッドの簡単な j~~1'I:

だけで↑ïH'~検索などの処理ができる一方，コンピュー

タの専門家でない医政従事者が必要 lζ応じてプログラ

ムを作製・変更することも可能となった.

本研究は，新潟市医師会救急医療日報システム間売

協議会の研究活動の一環として行われた.安員各位の

ご協力 lと深謝する.
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